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90 5.3 表 5.3-1 クロック選択レジスタ(CKSCR) の機能(1 / 2) の WS1, WS0 ビットでの以下の で示す PLL ストップ

モードに関する記述を削除 

 

(誤) 

メインクロックモードから PLL クロックモードに切り換えた場合の発振安定待ち時間は, 214/HCLK( 発振ク

ロック周波数 4 MHz で動作している場合: 約 4.1 ms) 固定です。 PLL ストップモードから PLL クロックモ

ードに復帰する場合の発振安定待ち時間は, 本ビットに設定された値に従います。PLL クロック発振安定待ち

時間は 214/HCLK 以上必要ですので PLL ストップモードに移行する場合は, 本ビットには"10B" または"11B" 

を設定してください。 

 

 (正) 

メインクロックモードから PLL クロックモードに切り換えた場合の発振安定待ち時間は, 214/HCLK( 発振ク

ロック周波数 4 MHz で動作している場合: 約 4.1 ms) 固定です。 

 

129 7.5.3 7.5.3 ストップモードでの以下の で示す PLL ストップモードに関する記述を変更 

 

(誤) 

■ ストップモード 

PLL クロックモード動作中に(CKSCR: MCS=1), 低消費電力モード制御レジスタ(LPMCR) の STP ビットに

"1" を書き込んだ場合は, クロック選択レジスタ(CKSCR) の MCS ビットの設定に従ってストップモードに

移行します。 

 

 (正) 

■ ストップモード 

各クロックモード動作中に, 低消費電力モード制御レジスタ(LPMCR) の STP ビットに"1" を書き込んだ場合

は, クロック選択レジスタ(CKSCR) の MCS ビットの設定に従ってストップモードに移行します。 
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129 7.5.3 表 7.5-3 クロック選択レジスタ(CKSCR) の設定とストップモードでの以下の で示す PLL ストップモードに

関する記述を変更 

 

(誤)  

クロック選択レジスタ 

(CKSCR) 移行するストップモード 
MCS 

1 メインストップモード 

0 PLL ストップモード 

 

(正) 

クロック選択レジスタ 

(CKSCR) 移行するストップモード 
MCS 

1 メインストップモード 

0 設定禁止 

  

129 7.5.3 ■ストップモードの<注意事項>に以下を追加 

 

・ストップモードへの移行は必ずメインクロックモードから設定してください。 

  

131 7.5.3 ■ストップモードからの復帰の<注意事項>での以下の で示す PLL ストップモードに関する記述を削除 

 

PLL ストップモードに移行する場合は,クロック選択レジスタの発振安定待ち時間選択 

ビット(CKSCR: WS1, WS0) を"10B" または"11B" に設定してください。 

･PLL ストップモード中は, メインクロックおよび PLL 逓倍回路が停止しているため, 

PLL ストップモードから復帰する場合はメインクロック発振安定待ち時間および PLL 

クロック発振安定待ち時間を確保する必要があります。この場合の発振安定待ち時間 

は, クロック選択レジスタの発振安定待ち時間選択ビット(CKSCR:WS1, WS0) に設定 

された値に従い, メインクロック発振安定待ち時間および PLL クロック発振安定待ち 

時間を同時にカウントしますので, CKSCR:WS1, WS0 ビットには発振安定待ち時間の 

長い方に合わせて値を設定してください。ただし, PLL クロック発振安定待ち時間は 

214/HCLK 以上必要ですので, CKSCR:WS1, WS0 ビットには"10B" または"11B" を設 

定してください。 
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132 7.6 図 7.6-1 状態遷移図を以下に示すように PLL ストップモード、PLL クロック発振安定待ちを削除 

 

(誤) 

  

(正) 
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134 7.8 7.8 低消費電力モード使用上の注意 に以下の で示すストップモードに関する記述を追加 

 

■ ストップモード移行時 

ストップモードへの移行は必ずメインモードから設定するようにしてください。PLL クロックモードで動作

中にストップモードへ移行したい場合は、一度メインモードに遷移してからストップモードに設定してくださ

い。 

135 7.8 7.8 低消費電力モード使用上の注意の以下の で示す PLL ストップモードに関する記述を削除 

 

■ 発振安定待ち時間 

 ● PLL クロック発振安定待ち時間 

PLL ストップモード中はメインクロックおよび PLL 逓倍回路が停止しているため, PLL 

ストップモードから復帰する場合は, メインクロック発振安定待ち時間および PLL ク 

ロック発振安定待ち時間を確保する必要があります。この場合の発振安定待ち時間は 

クロック選択レジスタの発振安定待ち時間選択ビット(CKSCR: WS1, WS0) に設定され 

た値に従い, メインクロック発振安定待ち時間および PLL クロック発振安定待ち時間 

を同時にカウントしますので, CKSCR:WS1, WS0 ビットには発振安定待ち時間の長い 

方に合わせて値を設定してください。ただし, PLL クロック発振安定待ち時間は 214/ 

HCLK 以上必要ですので, CKSCR: WS1, WS0 ビットには"10B" または"11B" を設定し 

てください。 

 

159 10.2 10.2 タイムベースタイマのブロックダイヤグラムのカウンタクリア回路での以下の で示す PLL ストップモ

ードに関する記述を変更 

 

(誤) 

■ タイムベースタイマのブロックダイヤグラム 

● カウンタクリア回路 

タイムベースタイマカウンタの値は, 次の要因によってクリアされます。 

• タイムベースタイマ制御レジスタのタイムベースタイマカウンタクリアビット 

  (TBTC: TBR=0) 

• パワーオンリセット 

• メインストップモード, PLL ストップモードへの遷移 

  (LPMCR: STP=1) 

 

 (正) 

■ タイムベースタイマのブロックダイヤグラム 

● カウンタクリア回路 

タイムベースタイマカウンタの値は, 次の要因によってクリアされます。 

• タイムベースタイマ制御レジスタのタイムベースタイマカウンタクリアビット 

  (TBTC: TBR=0) 

• パワーオンリセット 

• メインストップモードへの遷移 

  (CKSCR:MCS=1, LPMCR: STP=1) 
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162 10.3.1 表 10.3-1 タイムベースタイマ制御レジスタ(TBTC) の機能の TBOF ビットの以下の で示す PLL ストップモー

ドに関する記述を削除 

 

(誤) 

･TBOF ビットは"0" の書込み, メインストップモードへの遷移, PLL ストップモードへの遷移, メインクロッ

クモードから PLL クロックモードへの遷移, タイムベースタイマカウンタクリアビット(TBR) への"0" 書込

みおよびリセットによってクリアされます。 

 

(正) 

･TBOF ビットは"0" の書込み, メインストップモードへの遷移, メインクロックモードから PLL クロックモ

ードへの遷移, タイムベースタイマカウンタクリアビット(TBR) への"0" 書込みおよびリセットによってクリ

アされます。 

 

167 10.5 表 10.5-1 タイムベースタイマのクリア条件と発振安定待ち時間 (2 / 2) での以下の で示す PLL ストップモー

ドに関する記述を変更 

 

(誤) 

動作 カウンタ

クリア 
TBOF 
クリア 

発振安定待ち時間 

ストップモードの解除 

メインストップモード解除 ○ ○ 
メインクロック発振安定待ち時間 
終了後, PLL クロックモードへ 

PLL ストップモード解除 ○ ○ 
メインクロック発振安定待ち時間 
終了後, PLL クロックモードへ 

タイムベースタイマモードの解除 

 

(正) 

動作 カウンタ

クリア 
TBOF 
クリア 

発振安定待ち時間 

ストップモードの解除 

メインストップモード解除 ○ ○ 
メインクロック発振安定待ち時間 
終了後, PLL クロックモードへ 

タイムベースタイマモードの解除 

  

168 10.6 10.6 タイムベースタイマ使用上の注意での以下の で示す PLL ストップモードに関する記述を削除 

 

(誤) 

● 発振安定待ち時間用タイマとして使用している場合 

電源投入後またはメインストップモード, PLL ストップモードでは発振クロックは停止しています。 

 

(正) 

● 発振安定待ち時間用タイマとして使用している場合 

電源投入後またはメインストップモードでは発振クロックは停止しています。 
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168 10.6 10.6 タイムベースタイマ使用上の注意での以下の で示す PLL ストップモードに関する記述を削除 

 

(誤) 

● タイムベースタイマからクロック供給をしている周辺機能について 

･発振クロックが停止する動作モード(PLL ストップモード, メインストップモード)に遷移すると, タイムベ

ースタイマカウンタはクリアされ, タイムベースタイマの動作は停止します。 

 

(正) 

● タイムベースタイマからクロック供給をしている周辺機能について 

･発振クロックが停止する動作モード(メインストップモード)に遷移すると, タイムベースタイマカウンタは

クリアされ, タイムベースタイマの動作は停止します。 

 

 


